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通信簡耗3号一点) (CS-・3b)の打上げ

結果の評価にl射手る審議について(纂)

昭和63寧11月16日

宇宙開発糞馬食決定

l. 昭和63年9月16宙に宇宙開発事業団が行ったH-Iロケット

(3段式) 2母機による通信簡鼻3号-b (CS-3b)の打上げ

の結果を評価するために調査審議を行うものとする。

2. このため、評価に必頸な技術的事項について、第四部会において

綱奮審議を行うものとする。.この翻埜審議は、昭和6 4年l,月末ま

でに終えることを目途とする。
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寧∵旧聞 薙 翰 照 会 郷 間部 会構成 員

襲且且一怨

(五十音順)

都 会∴長 粒腎 亦男 前日本大学理工学研究所藤間

部会息†嬉塑∴ l聴聞∴茂男 名城大学理工学部教授

専門黍巌 秋繋鍛二郎 文部省宇宙科学研究所教授

大島 耕一 文部省宇宙科学研究所教授

※五代 雷文 宇宙開発事業団理事

小林 繁夫 東京都立科学横縞大学
航空宇宙システム工学科教授

鈴木 誠史

申込 雪男

患洲 秀夫

騒撥∴審柾

※鵜川 誠司

蒲田 弘

忠明 擬人

郵政省通信総合研究所長

国際電橋電話株式会社副社長

科学技術庁航空宇宙技術研究所長

文部省宇宙科学研究所教授

宇宙開発事業団理事

関西大学工学部教授

轟北工業大学長

注) ※印の専門藷寛は、今岡の調査審議については、説明者として

参加する。
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